
4一‘トロフェニルメテルエーテルの濃縮度試験成績報告書

1．試験期間　　昭和5i年8月2日～昭和52年1月25日

2．試料名　4一ニト・7エ帥メチルエー朔（試料盃K－195）

　構造式　　　OCH5
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沸　点　259℃

溶解性　伽コ唖，エーテルに溶解

　　　　水0．059＆／100皿（50℃）

　　　　　　　　　　（提示資料による）

ろ．　試験方法及び条件

灘lii／細一一…灘鰍一

　5，1　試験装置及び機器

　　（＆）　水系環境調節装置　　流　　水　　式

　　（b）　ガスクロマトグラフ　　日本電子仕製　JGC－20KE型

　5．2　試験条件

　5．2．1　　T　L皿試一験

　　＠）試験魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　　　　　　ヒメダカ平均体重　0．18g塩化第二水銀検定合格魚

　　　　※田端健二用水と廃水　エ三　1297～1505（1972）

5，2．2

〔b）　分散剤及び分散法

　　分散剤　硬化ヒマシ油（日光ケミカルズHCO－20）

　　分散法　供試物質0．5gと硬化ヒマシ油2・5gをアセトン

　　　　　に溶解した後アセトンをロ一夕リーエバボレータ

　　　　　一で留去する。これに温イオン交換水を加えて分

　　　　　散させ、さらに超音波（20KH2）を5分間照射

　　　　　した後500皿に定容して1000ppm（W／V）の

　　　　　原液を調製した。

（c）試験温度

25士2℃

　　　　　　48時間TLm値　55卿

　濃縮度試験

　（1）　外部消毒

　　　　止水状態で10ppn塩酸クロロテトラサイクリン溶

　　　液に24時間薬浴を2回行った。

　③　順　　化

（こ）結　　果

←）外部消毒及び順化

25℃×マ2日

（b）試験水槽

（c）試験魚

＠）分散法

ガラス製 容　量　1001
流水量　5791／日

コィ　平均体重

　　　平均体長

5．2，1①）に同じ

約289
約10伽
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試験温度

　　　　25士2℃

設定濃度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　48時間丁工’m値55P］卑　‡　50P］匹　の一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10尋
　　　　　1
　　　及び一に設定した。
　　　　　104

　　　　　　　　　　　　　　　（単位凱m）

‘
『 隣試物質 硬化ヒマシ油1

11幽濫陳1
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一
0．05 〔L25

第2濃度区 0．005 0．025

実測値

　表一て 濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppm）
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第1濃度区 0．042
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第2濃度区

ろ．2．5　分析試料の前処理

（a）魚　体

a・・4－5
Pα・・451α・・461

試　験　魚1

　　い体重測定
　　　・細片化

曙鉾80皿卜回

以下威頁に楓

　　　　　　　　　前頁よ．り引続き

一一随　　1霊澄藩
　　　　　　　　　　　1←無水硫酸ナトリウム掬09
　　　　　　　　　　　」
　　　　　　　　　　　　・脱水　　　　　　．．

　　　　　　　　　　　　』ろ過（東洋斑5Cろ紙）

　　　　　　　　　1＿＿一
轍ナトリウ幽陣
　　　　　　　　　　　　・濃縮（ロータリr王座ドレ」rターで約10皿まで）

　　　　　　　　　　　i←イオン交換水　100mユ

　　　　　　　　　　　←五一ヘキサン　　　20ml

　　　　　　　　　　　　・振とう

　　　　　　l　rT　一富
n一ヘキサ痛 @1」攣」
　　　　　　　　　　　磁凝，鴇間）／×・回

　　水　　層　　ベンゼン層

　　　　　　　　　　　・脱水（無水石轍ナトリウム）

　　　　　　　　　　　・島縮（ロrタリーロン献レr歩一で約5m1まで）

　　　　　　　　　　　←且一ヘキサン　10m工
　　　　　　　　　　　・カラムクロマトによるクリーン7トップ※

　　　　　　　　I　GC試彗
※　　カラムクロマトグラフィー条件

　　充てん剤　5多含水シリカゲル（ワコー一価C－200）59

　　クロマト管　ガラス　10ユ皿φ

　　溶離液一n－Nヤサン：ベンゼン＝1：1

　　　供試物質は10～40皿に溶出し、この分画を50mユに定容
　　　する。



　　（b）　試験水　　試　験　水t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1濃度区　第2濃度区

　　　　　　　　　　　i．財　　｛圃　1。・凪

　　　　　　　　　　　r欝と，，翠聞）50皿1高

　　　　　　　　　　　i

　　一　一　　匹」壷4iベンざン層1

　　　　　　　　　　　　・脱水（無水硫酸ナトリウム）

　　　　　　　　　　　　・濃縮（ロ→！リーエベポレ→一）

　　　　　　　　　　　　・40皿1に定容

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　［堕」

5．2，4　分析条件

　　　ガスクロマトグラフ　 日績子社製　JGC－20KE型

　　　　検　出　器　　ECD

　　　　充てん剤　 シリコンCV－175多／クロモソルフWDMCS－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AW　80－100メッシュ

　　　　カラム　ガラス2㎜∫づ×2m

　　　　カラム温度　　150℃

　　　　キ寺リアガス　　　N一

　　　　　　　　　　　以下次頁に続く

4，試験結果

表一2 濃　　縮　　倍　　率
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1，4，5 5，4，6

214，6　 5，5，6

　　　　　　　　※　参考値

5．備　　考

　5．1　分析限界について

　　　　機器の検出限界（図一5）は約0コ1p四（0．04㎎）であり

　　　魚体重509，最終液量50皿ユ，及び回収率60チと考えれば

　　　　　　　　0．01
　　　　　　　　　　　　≒＝0．05ppn　と1なり
　　　　　　40　　50
　　　　　　一×　一　　　　　　100　　　50

　　　魚体中濃度で0．05P皿が分析限界である。

　　　　したがって濃縮性が低い場合、水槽濃度が設定にほぼ近け

　　　れば

　　　　　　　0．05
　　　　　　　　　　　ニ6　　となり
　　　　　　　α005

　　　第2濃度区は6倍以下表示となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


